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づ
く
り

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
社
会
を
前
に
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
よ
り
よ
い
高
齢
社
会
を
築
く
た
め
、
わ
が
国
で
は
現
在
、
「
高
齢
社
会
対
策

基
本
法
」
や
新
ゴ
ー
ル
ド
0

フ
ラ
ン
な
ど
に
基
づ
く
保
健
福
祉
対
策
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

介
護
保
険
制
度
創
設
に
向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
制

度
面
の
ほ
か
に
大
切
な
の
は
、
お
年
寄
り
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
高
齢
期
を
迎
え
る
わ

た
し
た
ち
一
人
一
人
が
、
い
か
に
老
後
に
「
生
き
が
い
」
を
も
ち
、
「
健
康
」
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
ま
た
こ
の
白
か
ら
「
老
人
保
健
福
祉
週
間
」
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
同
週
間
の
強
調
テ

l
マ
で
も
あ
る
「
生
き
が
い
」
と
「
健
康
」
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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わ
が
国
は
現
在
、
世
界
一
の

長
寿
国
で
す
。
平
均
寿
命
は
男

性
が
七
十
六
歳
を
超
え
、
女
性

は
八
十
三
歳
に
届
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
仮
に
六
十
五
歳
で
定

年
退
職
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

後
に
十
1
二
十
年
の
人
生
が
あ

る
わ
け
で
す
。

老
後
を
生
き
が
い
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
最
近
で
は
、

新
た
に
仕
事
を
も
っ
た
り
、
趣

昧
や
ス
ポ
ー
ツ
に
没
頭
し
た
り

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
す

る
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま
す
。

口
経
験
を
生
か
せ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
す
す
め

「
シ
ニ
ア
(
熟
年
者
)
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
「
何
か
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

に
は
、
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

お
す
す
め
で
す
。
活
動
内
容
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
能
力
や
技
術
を
生
か
し

た
活
動
や
、
体
の
不
自
由
な
人

や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に

対
す
る
介
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
と
の

連
帯
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
、

若
い
世
代
と
の
交
流
に
も
な
り

ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

A 



| 高齢化社会を考える

4 

.. 

て
、
老
後
の
生
き
が
い

を
見
つ
け
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

九
月
十
五
日
、
町
内
の
お
年

寄
り
が
参
加
し
て
第
二
十
七
回

老
人
福
祉
大
会
が
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
九
時
十
分
か
ら
始
め

ら
れ
、
開
会
式
の
あ
と
表
彰
が

あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労

者
に
永
野
老
人
ク
ラ
ブ
の
武
智

竹
美
さ
ん
(
八
十
三
歳
)
、
健
康

優
良
老
人
に
上
古
市
の
渡
部
豊

重
さ
ん
(
八
十
七
歳
)
ほ
か
三
名
、

老
人
介
護
優
良
者
三
名
、
国
民

健
康
保
険
健
康
世
帯
二
十
名
、

敬
老
作
文
優
秀
賞
入
賞
者
七
名

が
そ
れ
ぞ
れ
町
長
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
よ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
支
部

会
員
と
し
て
積
極
的

に
活
動
し
、
ク
ラ
ブ

発
展
に
貢
献
さ
れ
た

十
一
名
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年

米
寿
(
八
十
八
歳
)
を

迎
え
ら
れ
た
三
十
二

名
に
県
知
事
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
金

婚
式
(
五
十
年
)
を
迎

え
ら
れ
た
二
十
六
組

の
方
々
と
数
え
年

百
歳
以
上
の
長
寿
者

老人福祉大会

口
健
康
が
何
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
も
体
が
元
気
で
あ

る
か
ら
こ
そ
で
き
る
も

の
で
す
。
満
足
の
い
く
、

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は

「健
康
で
あ
る
」
こ
と
が
何
よ

り
で
す
。
高
齢
に
な
れ
ば
、
病

気
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
り
、
治

療
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
普
段

か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
や
適
度
な
運
動
を
心
が
け
る

な
ど
日
々
の
健
康
守
つ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的

に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

食
事
と
排
油
、
着

ハ
ビ
リ
は

挟
日
え
か
、
り

第
五
条
朝
お
き
て
先
、
ず
は

着
替
え
て
身
だ
し
な
み
寝

・

食

分

け

て

生

活

に

メ

リ

と

/

ー
第
六
条
「
手
は
出
し
す
、
ぎ
ず

目
は
離
さ
ず
」
が
介
護
の
基
本

自
立
の
気
持
ち
を
大
切
に

第
七
条
ベ
ッ
ド
か
ら
移
ろ
う

移
そ
う
車
椅
子
行
動
広
げ
る

機
器
の
活
用

第

八

条

手

す

り

を

つ

け

段

差
を
な
く
し
住
み
や
す
く

ア
イ
デ
ア
生
か
し
た
住
ま
い
の

改
善
第
九
条
家
庭
で
も
社
会
で
も

よ
ろ
こ
び
見
つ
け
み
ん
な
で

防
ご
う
閉
じ
込
も
り

第
十
条
進
ん
で
利
用

訓
練
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス

き
り
な
く
す
人
の
和

の
輪

(
三
軒
屋
の
渡
部
タ
カ
ヨ
さ
ん

百
二
歳
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
の
白
戸

キ
ク
ヨ
さ
ん
百
一
歳
、
ガ
リ
ラ

ヤ
荘
の
鷲
野
政
子
さ
ん
百
歳
、

則
之
内
の
高
須
賀
ス
ミ
ヱ
さ
ん

百
歳
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
の
福
山
フ

イ
さ
ん
百
歳
)
に
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
来
賓
祝
辞
、
受
賞
者
代
表

謝
辞
の
あ
と
、
小
・中
学
生
に
よ

る
敬
老
作
文
入
賞
作
の
発
表
、

町
西
部
老
人
ク
ラ
ブ
の
黒
川
亀

一
房
さ
ん
の
意
見
発
表
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
の
高
須
賀

秀
清
さ
ん
に
よ
る
大
会
宣
言
と

続
き
、
同
副
会
長
の
菅
野
勝
さ

ん
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
式
典
を

終
了
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
余
興
も
あ
り
、

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
楽
し

い

一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

口
寝
た
き
り
ゼ
口

へ
の
叩
か
条

第
一
条
脳
卒
中
と
骨
折
予
防

寝
た
き
り
ゼ
ロ
へ
の
第

一
歩

第
二
条
寝
た
き
り
は
寝
か
せ

き
り
か
ら
作
ら
れ
る
過
度
の

安
静
逆
効
果

第
三
条
リ
ハ
ビ
リ
は
早
期
開

始
が
効
果
的
始
め
よ
う
ベ
ッ

ド
の
上
か
ら
訓
練
を

第
四
条
く
ら
し
の
中
で
の
リ

地寝機
域た能
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描で
祉z? 
サ

ビ
ス

間
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
お
世
話
し
ま
す
0

0
期

間

原
則
と
し
て
七
日
間

以
内
(
事
情
に
よ
り

延
長
で
き
ま
す
。
年

六
回
利
用
券
交
付
方

式
。
)

O
費

用
一
日
二
、
一
四

O
円

高齢化社会を考える

お
年
寄
り
の
多
く
は
、
寝
た
き
り
な
ど
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
で
き
る

限
り
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
家
族
や
隣
人
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん
で
い

口
通
所
・
訪
問

リ
ハ
ビ
リ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

お
年
寄
り
の
在
宅
生
活

の
維
持
を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
を
対

象
に
、
理
学
療
法
士
、
保
健
婦

な
ど
に
よ
る
日
常
生
活
訓
練
、

介
護
の
助
言
、
指
導
、
援
助
を

行
い
ま
す
0

0
回

数

-

通

所

週

一
回
(
毎
水
曜
日
)

・
訪
問
月
二
回
(
水
曜
日
)

※
た
だ
し
、
身
体
状
態
に

よ
り
回
数
は
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す。

。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
場
所

.
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

「
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
」

※
車
で
送
迎
し
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

。

費

用
一
人

一
因

。

場

所

-
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

「
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
」

E
9
6
6
・
2
2
9
3

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
え
ぐ
も
」

8
9
6
6
・
6
4
2
2

A 

五
O
O円

身
体
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
話

し
相
手
な
ど

。

費

用

所
得
に
応
じ
て
、

が
必
要
で
す
。

ロ
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
lの
派
遣

ロ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

老
衰
、
心
身
の
障
害
、
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
の
た
め
、
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
お
お

む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
及
び
高
齢
者
の

い
る
世
帯
に
ホ

l
ム
ヘ

ル
パ

l
を
派
遣
し
て
、

身
の
ま
わ
り
の
お
世
話

を
し
ま
す
。

。
お
世
話
の
内
容

掃
除
、
洗
濯
な
ど

の
家
事
サ
ー
ビ
ス
・

在
宅
で
身
体
が
虚
弱
又
は
、

痴
呆
の
た
め
、
日
常
生
活
を
営

む
の
に
支
障
の
あ
る
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
セ

ン
タ
ー
に
車
で
送
迎
し
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
(
一

人
週
二
回
以
内
)

。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
相
談
・
日

常
動
作
訓
練

・
給
食
サ
ー

ビ
ス

・
趣
味
・
生
き
が
い

活
動
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

負
担
金

口
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
老
人
の

方
が
、
介
護
者
の
病
気
、
事
故
、

休
養
な
ど
で

一
時
的
に
介
護
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
二
定
期

，.. 

‘ 



口
日
常
生
活
用
具

(
介
護
機
器
)

。

費

用

・
給
付
は
所
得
に
応
じ
、
負

担
が
あ
り
ま
す
0

・
貸
与
、
レ
ン
タ
ル
は
無
料

六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り

老
人

・
歩
行
困
難
な
方
の
日
常

生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
日
常

生
活
用
具
を
給
付
・
貸
与

・
レ

ン
タ
ル
費
用
援
助
を
し
て
い
ま

す。
。
給
付
す
る
も
の

特
殊
寝
台
、
腰
掛
便
座
、

車
イ
ス
、
入
浴
補
助
具
、

体
位
変
換
器
、
歩
行
器
な

シ」

口
オ
ム
ツ
支
給

在
宅
の
h

お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
寝
た
き
り
又
は
、
重
度

の
痴
呆
性
老
人
で
オ
ム
ツ
の
必

要
な
方
に
支
給
し
ま
す
。

。

支

給

一
一
カ
月
に
一

回

(
月
五
千
円
以
内
で
現
物

支
給
)

。
貸
与
す
る
も
の

特
殊
寝
台
、
車
イ
ス

O
レ
ン
タ
ル
す
る
も
の

特
殊
寝
台
、
車
イ
ス
、
歩

行
器
、
俳
佃
感
知
機
器

口
介
護
手
当
金

在
宅
で
六
カ
月
以
上
寝
た
き

り
又
は
、
重
度
の
痴
呆
性
老
人

を
介
護
し
て
い
る
方
に
支
給
し

ま
す
0

0
支
給
額

月
額一O
、
0
0
0円

。
手
続
き

民
生
委
員
さ
ん

又
は
医
師
の
証

明
が
い
り
ま
す
。

口
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

①
緊
急
通
報
装
置
貸
与

N
T
T
電
話
を
所
有
し
て
い

る
独
居
老
人
で
、
緊
急
連
絡

や
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
が

緊
急
時
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、

近
く
の
協
力
者
等
に
緊
急
通

報
さ
れ
ま
す
。

②
見
守
り
推
進
員
の
訪
問

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
婦
人
部
長

が
見
守
り
推
進
員
と
な
り
、

独
居
老
人
の
家
庭
を
訪
問
し

日
常
生
活
の
こ
と
な
ど
、
話

し
相
手
に
な
り
ま
す
。

③
防
火
指
導

独
居
老
人
家
庭
を
、
東
温
消

防
署
職
員
(
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
同
伴
す
る
場
合
も
あ
り
)

が
訪
問
し
、
生
活
の
相
談
と

防
火
の
指
導
を
年

一
回
行
い

ま
す
。

④
給
食
サ
ー
ビ
ス

独
居
老
人
で
給
食
必
要
者
に

月
四
回
(
毎
金
曜
日
)
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
、
昼
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

⑤
独
居
老
人
し
尿
汲
取
事
業

七
十
歳
以
上
の
独
居
老
人
宅

の
し
尿
汲
取
料
(
年
間
六
、

六

O
O円
)
の
支
給
を
行
い

ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

-
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
9
6
6
・
2
2
9
3

.
役
場
福
祉
課
福
祉
係

8
9
6
6
・
2
2
2
2

有
線
電
話

2
1
3
3

.
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

8
9
6
6
・
6
6
6
0

有
線
電
話

「
ひ
ハ
り
ハ
U
ハ
U

老
人
福
祉
施
設
ヘ
入
所
す
る
に
は
つ

同
骨
骨
晶

画
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

-

h

ね
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

で
身
体
上
又
は
精
神
上
著

し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に

日
常
生
活
の
大
半
に
介
護

が
必
要
な
方

-
家
庭
で
介
護
が
で
き
な
い
方

.
入
院
治
療
が
要
ら
な
い
方

圏
養
護
老
人
ホ
ー
ム

わ
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

で
身
体
上
又
は
精
神
上
又

は
環
境
上
の
理
由
及
び
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
居
宅

で
の
生
活
が
困
難
な
方

市
働
団

入
所
者
本
人
の
年
収
と
扶

養
義
務
者
の
課
税
額
に
よ
り

決
定

入
所
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

入
所
申
込
み
ゃ
入
所
子
続

き
の
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

福
祉
課
福
祉
係
ま
で
。
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入院したとき、診療・薬代などとは別

に、食事代は定額自己負担となってい

ます。この自己負担額が平成8年10月

1日以降次のように変更されます。

¥「

γ
L
』、
f
、、

『

r

ム
h

J

/

試排
験水
及設
び曾

霊童
曇草 E竜

踊任
璽嬉
~省flT

の者
開資
催格

公
共
下
水
道
管
へ
の
宅
地
内

排
水
設
備
の
接
続
工
事
に
は
資

格
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
排

水
設
備
工
事
の
設
計
、
施
工
等

に
関
す
る
認
定
試
験
が
日
本
下

水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

口
申
し
込
み

十
月
十
一
日
1
十
月
二
十
五
日

川
内
町
水
道
課

口
受
験
講
習
会

十
一
月
二
十
七
日
制

午
後

一
時
半
か
ら
三
時
半

〈
会
場
〉
松
山
市
総
合
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

口
試
験
日
時

十
二
月

一
日
間

午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半

〈
会
場
〉
松
山
市
立
束
中
学
校

口
費
用
受
講
、
試
験
で
七
千
円

女住民税非課税世帯等の方は、負担額が軽減されます。 r~票準負担額減額認定証」が

必要となりますので、役場福祉課で申請してくださし、。

食入院時の食事療養費は、高額療養費の支給の対象とはなりませんO

時空 力日 入 者 600円 砂760円

住民税 90日までの入院 450円 砂650円
非課税

90日を超える入院
世帯等 300円 砂500円(過去12か月の入院日数)

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている人 200円 砂300円

1曾〉1画〉

~ 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
課

E
9
6
6
・
2
2
2
2

入院時の食事療養費の自己負担(1日あたり)

入院時の食事療養費の
自己負担額が変わりま本

医療保険制度

老人保健制度

h
F
宅
内
排
水
設
備
工
事

降

、

• 
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. 
、

、
》
グ
、
》
グ
、
》
グ
、
グ
、
グ
/
、
グ
グ

一人
×
権
×
擁
×
護
委
×
員
〉
に

ぷ
、
ノ
グ
、
万
、
グ
、
¥
グ
、

J

、

人
権
擁
護
委
員
大
西
良
温
さ
が
川
内
町
の
人
権
擁
護
委
員
に

ん
の
後
任
と
し
て
、
九
月

一
日
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん

の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
様
々
な
問
題
、
い
じ
め
・
体

罰
、
部
落
差
別
、
女
性
差
別
な

ど
の
差
別
問
題
、
外
国
人
の
問

題
、
家
庭
内
(
夫
婦
、
親
子
、
結

婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
)
、

借
地
借
家
、
近
隣
聞
の
も
め
ご

と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
に
乗
っ

員
女性クルー~
えひめ女性財団では、女性も男性も共に

いきいきと暮らせる社会づくリのために、

女性を取り巻く様々な課題をテーマとして

当財団と共同で講演会等を開催していただ

ける女性グル プを募集しています。

(内容はグル プの自主企画)

開催に当たっては、講師の謝金と旅費を

財団が支出するほか、運営のアドバイスな

どもできます。ぜひご活用ください。

号

:度
部

洋
美
さ
ん

て
く
れ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
、
秘
密

は
守
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は

無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手
続
き

も
い
り
ま
せ
ん
。
(
奇
数
月
の
第

一
月
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
相

談
所
を
開
設
)

ロ
新
し
い
人
権
擁
護
委
員

渡

部

洋
美
(
八
幡

十
月
は
『
犬
の
危
害
防
止
対

策
推
進
月
間
』
で
す
。

飼
い
犬
に
よ
る
事
故
を
防
止

す
る
た
め
「
放
さ
な
い
・
捨
て
な

い
・
迷
惑
を
か
け
な
い
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
飼
い
犬
の
三
な
い
運
動
』

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

4
犬
は
、

O
岐
傷
事
故
の
も
と
に
な
る
犬

の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ

ぷ]ノ。

O
犬
の
散
歩
は
、
よ
女
全
第

一J

に
、
く
さ
り
や
首
輪
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

4
犬
は
、

O
捨
て
犬
は
、

放
さ
な
い

捨
て
な
い

野
犬
の
も
と
で

す
。
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
、

家
族
の

一
員
と
し
て
終
生
か

わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

O
や
む
を
得
、
ず
、
飼
い
続
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
新

し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま

'し
ょ
弓
ノ
。

O
不
幸
な
子
犬
が
生
ま
れ
な
い

ょ
う
不
妊
・
去
勢
手
術
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

'd犬
に
よ
り
他
人
に

〆h
迷
惑
を
か
け
な
い

O

H

し
つ
け
H

H

運
動
山

H

手
入

れ
H

は
、
飼
い
主
の
責
任
で

す。

O
道
路
や
公
固
な
ど
は
、
犬
の

排
便
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

O
散
歩
の
際
に
フ
ン
を
し
た
時

は
、
責
任
を
持
っ
て
始
末
し

ま
し
ょ
う
。

生
後
九
十
日
を
超
え
た
犬
は
、

登
録
と
年

一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
は

一
回
限
り
で
、
二
年

目
以
降
は
登
録
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
だ
登
録
を
し
て
い
な
い
方

は
、
健
康
セ
ン
タ
ー

(
E
9
6
6
・

2
1
9
1
有
線
5
8
3
3
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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‘同和教育研究大会

8月11日、中央公民館大ホールで第19回川内町同和教育研究大会が開催されました。大会に

は、教育関係者、社会教育団体関係者、各種団体関係者、行政関係者、一般の方約300人が参加

して行われました。開会の後、小・中学生の作文発表、東谷小学校菅あけみ教諭、前社会教育

指導員の山崎孝志さんの実践報告があり、そのあと、愛媛県生涯学習推進講師の村上保先生に

よる 「人間としての生き方を問う」と題して講演がありました。

t~ ， 

川内町軟式野球大会砂

あいにくの雨で、日程が15・16日に

順延された通称と盆野球ミ大会は、

14チームが参加し熱戦がくりひろげ、ら

れました。

試合結果は、以下のとおりです。

ノリオースず

B 軟式 O

優勝

準優勝

3 

優勝

2 .. 

ギ
ャ
ラ
ン
ド
ゥ
ー

(大1)

川
中
野
球
部

A

ノ

リ

オ

l

ス

ヰ公

下

寿

K

A

N

S

A
ー

川
中
野
球
部

B

球

界

~ 

王

軟

式

B 

O 

役

士暴

ド

ジ

ャ

ス‘

(高 1) 

な

か

じ

l

ず

(高3) 

U

N

O

M

O

 

(大2) 

川

内

ソ

フ

ト

東

温

消

防

署



おめでとう/渡部真一郎君砂
~松山商業高校野球部全国制覇~

甲子園で行われた全国高校野球選手権大会で愛

媛県代表の松山商業高校野球部が全国制覇しまし

た。川内町出身で、松山商業高校野球部の4番で

ピッチャーの渡部真一郎君の活躍は、みなさんご

そごんじのことと思います。

決勝戦での攻防は見ごたえがありましたが、最

後の優勝の瞬間、マウンドでガッツボース、の渡部

君の雄姿が目に焼きっき、胸がジーンとしました。

本当におめでとうございました。

‘アメリ力でも優勝
渡部真一郎君は、全国制覇の余韻を昧わう暇も

なく、高校生選抜チームに選ば、れて、アメリカヘ

乗り込んでいきました。

渡部君の決勝二塁打など投打にわたる活躍で日

本チームが優勝。

本当におめでとうございました。

吉久百八灯砂

夏の風物詩、吉久地区の百八灯が8月24目、

表川で行われました。

当日は、風が少しあり、煙が自にしみるのか、

涙を流しなが、ら「太郎もこい、次郎もこし、」と

大声で呼んでいました。

4埋蔵文化財現地説明会

9月14日、揚畑の埋蔵文化財発掘調査現場で現

地説明会が開催されました。

地中から姿を現した遺構は、弥生時代のもので、

竪穴住居跡などが確認されました。そのほか遺構

内からは、土器片、台石、紡錘車、焼土などが出

土し、この時代のものをつくる工房であったので

はないかという説も紹介されました。

s 



ゆ

Enum画
圏
直
面
閉

みんなの広場に登場していただく

方を募集しています。
「こだわり人生JIまちの話題JIわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
二ユース、情報を役場総務課広報

係までこ一報ください。
n966-2222有線2lll

(板戸)

弐佐賀栄次さん (37歳)

こ
の
夏
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
羽
愛
媛
の
陶
芸
展
」
一

に
お
い
て
、
板
戸
の
佐
賀
栄
次
さ
ん
の
「
手
付
き
針
」
一

が

最

優

秀

作

品

に

選

ば

れ

ま

し

た

。

一

佐
賀
さ
ん
は
、
叩
年
前
に
砥
部
町
か
ら
川
内
町
へ
一

移
り
住
み
、
向
井
窯
を
始
め
ま
し
た
。
川
内
町
に
落
一

ち
着
か
れ
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、
や
は
り
、

自
然
の
一

中
で
陶
芸
が
で
き
る
こ
と
が

一
番
の
理
由
で
あ
っ
た
一

と

い

い

ま

す

。

一

今
回
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
佐
賀
一

さ
ん
は
、
あ
く
ま
で
も

「生
活
の
中
で
自
然
に
使

っ

一

て
い
た
だ
け
る
楽
し
い
食
器
、
ゆ
と
り
の
あ
る
食
器
一

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
と
お
り
、
棚
に
は
、
一

佐
賀
さ
ん
の
人
柄
が
で
て
い
る
器
が
所
狭
し
と
並
ん
一

で
い
ま
し
た
。

佐
賀
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
の
取
材
の
質
問
に
も
、
一

淡
々
と
こ
た
え
ら
れ
、
少
し
も
気
取

っ
た
と
こ
ろ
の
一

な
い
、
あ
く
ま
で
も
自
然
体
の
人
で
し
た
。

-
秋
燈
や
木
目
視
し
さ
古
机

し
る
べ
石
辿
る
や
京
の
竹
の
春

祇
王
寺
の
九
定
越
し
ゃ
竹
の
春

小
さ
き
宮
守
る
鮮
や
抽
出
蔵
盆

田
水
見
に
校
く
長
靴
や
ち
ち
ろ
虫

唐
さ
び
を
焼
い
て
湖
呼
の
茶
応
か
な

腹
迄
ひ
の
少
女
の
の
ぞ
く
虫
の
龍

山
青
し
水
ま
た
碧
し
秋
の
声

秋
の
い
双
を
打
て
る
女
の
手
平
さ
よ

川内吟社
9月例会蝿奇選

高
須
賀
茅
花

楠

治
子

近
藤

十
春

高
須
賀
清
江

メ
h 

'f 

A 

能
…
田

井
下

;也

)11 

1~ 
4色

;ι 

綱
主ト

週』



金、

9
0ゐ・

純
一ゆ
一
題

w
g
謡

夜
空
に

光
の
シ
ン
フ
ォ
ニー

夏
祭
り
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

八
月
二
十
四
日
の
土
曜
日
、
川
内

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

夏
祭
り
に
は
、
大
勢
の
人
が
集
ま

り
、
夏
の
夜
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
年
の
夏
祭
り
は
、
新
た
に
実

行
委
員
会
を
組
織
し
て
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
、
ン
ョ
l
、

チ
ピ
ッ
子
ゲ

l
ム
、
牛
追
い
レ
ー

ス
、
心
参
太
鼓
、
オ
ー
ル
デ
イ
ズ

ロ
ッ
ク
ン
ロ

l
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、

盆
踊
り
、
夜
屈
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
も
よ
お
し
に
、
参
加
し
た

子
ど
も
か
ら
む
年
寄
り
ま
で
満
足

し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
た
だ
、

連
日
の
カ
ラ
カ
ラ
天

気
で
砂
ぼ
こ
り
の
舞

う
状
況
に
、
髪
は
立

ち
、
目
は
チ
カ
チ
カ

す
る
の
に
は
昨
易
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
の
砂
ぼ
こ
り
も
最

後
の
レ

ー
ザ
ー
光
線

シ
ョ

ー
で
は
、
よ
り
幻

想
的
な
世
界
を
つ
く

り
出
し
て
い
ま
し
た
。

運
営
企
画
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
ご
く
ろ
う

様
で
し
た
。

秀弘

。.
h w ∞~守也φ巴令必努芯守也官..'!b珍品安也守~乍4合4官、ι守忍

-
十
月
五
日
出

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

・
中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

直〕
夕
、
一
子
炉
長
引
い
て
ん
知
ら
す
雨
泣

ダ
イ
エ
ッ
ト
勿
体
無
い
が
作
魔
を
す
る

気
が
急
く
赤
信
号
が
変
わ
ら
な
い

散
り
残
る
爆
を
見
上
げ
て
通
り
抜
け

払
吋
令
を
残
さ
ず
食
べ
て
金
シ
|
ル

急
く
ほ
ど
え
が
も
つ
れ
る
夢
の
中

品
川
金
は
家
で
年
度
の
決
算
書

残
さ
れ
た
余
生
楽
し
く
気
兼
ね
な
く

朝
の
五
分
急
ぐ
と
あ
れ
も
こ
れ
も
出
来

外
出
へ
鏡
の
前
を
急
が
せ
る

十
月
例
会
ご
案
内

①
行
く

② 
秒

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

③
洗
う 川柳もづく吟社

8月例会喜撰亭選

田

中

若
本

高
岡

紫

都
築
径
青
子

田
野
岡
田
州

篠
森
美
登
里

平
岡

深
舟

山
本
ひ
ろ
志

波
部
佐
久
良

山

本

紫
予す

高
瀬
喜
撰
亭



⑧⑮⑧⑧ 

「
川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
」
よ
り

児
章
人
権
作
文
①

東
〈
〈
口
小
学
校
一
年

名

有

希

越

み
ん
な
と
も
だ
ち

わ
た
し
は
は
じ
め
、
が
つ
こ

う
に
い
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

や
す
み
じ
か
ん
に
あ
そ
ん
で
く

れ
る
お
と
も
だ
ち
が
い
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
ほ
い
く
し
よ
か

ら
き
た
お
と
も
だ
ち
は
、
あ
す

か
ち
ゃ
ん
と
、
こ
う
た
ろ
う
く

ん
と
、
こ
う
た
く
ん
と
、
し
ゅ

う
く
ん
だ
け
で
し
た
。
ほ
い
く

し
ょ
の
と
き
の
な
か
よ
し
の
お

と
も
だ
ち
は
、
ほ
か
の
し
よ
う

が
つ
こ
う
に
、
わ
か
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

と
て
も
さ
び
し
か
っ
た
で
す
。

さ
い
し
ょ
わ
た
し
は
、
ひ
と

り
で
お
る
が
ん
を
ひ
い
た
り
、

ぶ
ら
ん
こ
を
し
た
り
し
て
、
あ

そ
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る

と
、
お
と
も
だ
ち
が
よ
っ
て
き

土
品
!
レ
七
~
。

「
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
い
っ
し
ょ
に

か
け
っ
こ
し
よ
う
己

と
、
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
と
、
あ
す

か
ち
ゃ
ん
と
、
り
さ
ち
ゃ
ん
と
、

ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
が
さ
そ
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
わ
た

し
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
わ
た
し
は
に
こ
に
こ
し
て
、

「
う
ん
、
い
い
よ
己

と
い
い
ま
し
た
。
と
も
だ
ち
が

い
な
く
て
さ
び
し
か
っ
た
き
も

ち
が
、
い
っ
ぺ
ん
に
ど
こ
か
へ

と
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
、
い
っ
し
ょ
に
か
け
っ

こ
を
し
て
あ
そ
び
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
や
す
み
じ
か

ん
も
、
と
も
だ
ち
と
お
る
が
ん

を
ひ
い
た
り
、
つ
り
か
ん
を
し

た
り
、
て
っ
ぽ
う
を
し
た
り
し

て
あ
そ
び
ま
し
た
。
お
う
ち
に

も
、
ま
み
ち
ゃ
ん
や
あ
す
か

ち
ゃ
ん
が
、
あ
そ
び
に
き
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
わ

た
し
の
う
ち
は
、
と
も
だ
ち
の

う
ち
か
ら
と
お
い
の
で
、
な
か

な
か
あ
そ
び
に
い
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
お
か
あ
さ
ん
も
し

ご
と
を
し
て
い
る
の
で
、
と
も

だ
ち
の
う
ち
に
つ
れ
て
い
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
と
も
だ
ち
が
あ
そ
び

に
き
て
く
れ
る
と
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

わ
た
し
は
、
は
じ
め
じ
ぶ
ん

か
ら
、
「
あ
そ
ん
で
己

と
ょ
う
い
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

い
ま
は
、

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
己

と
じ
ぶ
ん
か
ら
、
が
ん
ば
っ
て

い
っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
み
ん

かぺ「
う
ん
、
い
い
よ
己

と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
と
も

だ
ち
は
、
じ
ぶ
ん
か
ら
つ
く
ら

な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
な
と
お

も
い
ま
し
た
。

ひ
が
し
だ
に
し
よ
う
が
つ
こ

う
は
、
ち
い
さ
な
し
ん
せ
つ
う

ん
ど
う
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
や
さ
し
い
こ
と
を
し
た
ひ

と
や
、
よ
い
こ
と
を
し
て
い
る

ひ
と
を
み
つ
け
て
、
よ
い
こ
は
っ

け
ん
か
あ
ど
に
か
い
て
、
ぽ
す

と
に
い
れ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、

ち
い
さ
な
し
ん
せ
つ
じ
つ
こ
う

い
い
ん
の
ひ
と
た
ち
が
、
ほ
う

そ
う
で
し
ょ
う
か
い
し
て
く
れ

ま
す
。わ
た
し
も
、
こ
の
ま
え
、
と

し
よ
か
ん
の
ほ
ん
を
き
れ
い
に

か
た
マ
つ
け
た
の
で
、
て
れ
び
に

だ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
い
っ
ぱ
い
ち
い
き
な

し
ん
せ
つ
を
し
よ
う
と
わ
も
い

ま
す
。
と
も
だ
ち
の
い
い
と
こ

ろ
も
、
い
っ
ぱ
い
み
つ
け
よ
う

と
お
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ

と
も
っ
と
お
と
も
だ
ち
を
い
っ

ぱ
い
に
し
た
い
で
す
。

A 



E
M技
術
に
よ
る

健
康
づ
く
り
講
演
会

⑨⑮⑧⑧ 

九
月
七
日
、
婦
人
会
主
催
で
、

E
M
菌
の
開
発
者
で
あ
る
琉
球

大
学
教
授
比
嘉
照
夫
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

土
曜
日
の
午
後

一
時
と
い
〉
7

時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
用
意

し
た
約
二
一

O
O席
の
イ
ス
は
、

ほ
ぼ
満
席
状
態
で
し

た
。
参
加
者
の
数
か

ら
も
こ
の
講
演
会
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。

講
演
会
は
、

E
M

菌
(
有
用
微
生
物
群
)

の
有
用
性
を
実
際
の

事
例
を
あ
げ
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ボ
カ

E M技術と九
続全不思空掴輔衆欄μiFtfE

シ
だ
け
で
な
く
、
水
質
改
善
や
、

健
康
、
つ
く
り
、
車
の
燃
費
が
よ
く

な
る
話
な
ど

E
M
菌
の
驚
異
的

な
有
用
性
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、

E
M
X
セ
ラ

ミ
ッ
ク
、

E
M
強
化
ペ
レ
ッ
ト
、

べ
つ
ぴ
ん
し
ゃ
ん
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
が
健
康

に
な
り
、
環
境
が
浄
化
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
す
。

「上ヒ嘉先生講演会」には、大勢のご参加ありがとうございました。今後の

EM及びポカシ使用を色々試みながら、健康づくりに役立ててくださl" 
EMの必要な方は、婦人会で購入のお手伝いをいたします。

'桜学級国際交流(中国人3名l.. 
10月27日(日)午前10時~午後2時中国料理を教わり、試食・交流o

~ 10月 EMボカシづくり 4
10月27日(日)午後2時30分より開始(今回に限り)中央公民館3階
必要な方はベっぴんしゃんも作れます。ナイロン袋をご持参

ください。

婦
人
A

}

拙
か
ら
の
お
知
ら
せ

1枚の

~ê[l] 

こ
の
写
真
は
、

三
内
中

学
校
の
校
舎
の
写
真
で
す
。

当
時
、
新
制
中
学
発
足

二
年
余
り
に
し
て
新
設
の

独
立
校
舎
を
持
つ
学
校
は

た
い
へ
ん
稀
で
し
た
。

そ
の
た
め
か
、
文
部
省

よ
り
、
学
校
施
設
優
良
に

つ
き
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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口年金口募集口相談口週間口月間口ごぞんじですか口お顕い

学
年
、
会
社
名
)
、
電
話
番
号
一

一圃圃
あ
な
た
が
撮
っ
た
「
四
国

を
お
書
き
添
え
く
ま
さ
し
。
一

圃閣
の
自
然
・
文
化
遺
産
」
の

口

し

め

き

り

一

圃圃
写
真
・
ビ
デ
オ
募
集

叩

月

ロ

自

国

一

一圃

口

応

募

先

一

口

テ

ー

マ

一
変
更
前
の
預
貯
金
口
座
に
振
り

一
口
問

い

合

わ

せ

先

一

一

T
1
5
0
・
0
1

東
京
都
一
あ
な
た
が
幻
世
紀
に
残
し
た

一
込
ま
れ
た
り
、
決
め
ら
れ
た
日
一
愛
媛
県
松
山
地
方
局
建
設
部
一
渋
谷
区
神
南
2
・
2
・
1

一
い
四
国
の
自
然
と
文
化
遺
産

一
に
年
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
一
建
築
指
導
課

8
9
4
1
・

一

「
青
春
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
係
一
口
し
め
き
り

-

一
り
、
受
け
取
り
が
遅
く
な
っ
た
一

1
1
1
1
(
内
線
)
4
4
3

一

宮
0
3
・3
4
6
5
・1
1
1
1

一

1
月
白
日
幽
必
着

目
年
金
の
受
取
先
の
一
り
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
一

口
抽

選

日

時

一

口
問
い
合
わ
せ
先

一
口
問
い
合
わ
せ
先

醐
変

更

は

慎

重

に

一
に
支
障
を
き
た
す
原
因
に
も
な

一

日
月
日
日
幽
午
後
1
時
叩
分

一

右
記
の
応
募
先
か

N
H
K
松

一

応
募
方
法
や
応
募
票
の
お
求

年

金

を

受

け

て

い

る

方

が

、

一

り

か

ね

ま

せ

ん

。

一

松

山

地

方

局

7
階
大
会
議
室

一

山
放
送
局
「
青
春
メ
ッ
セ

l

一
め
な
ど
詳
し
い
こ
と
の
お
問

転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
一
年
金
を
速
や
か
に
、
確
実
に
一

口
入

居

予

定

日

一

ジ

係

」

ま

で

一

い

合

わ

せ

は

、

〒

7
9
0
・7

場
合
は
「
住
居
・
支
払
機
関
変

一
受
け
取
る
た
め
に
は
、
受
取
先
の
一
ロ
月
日
日
側

一

宮
9
2
1
・
1
1
1
1

一

6

松
山
市
堀
之
内
5

N

H

更
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
一
変
更
は
慎
重
に
し
パ
く
、
パ
さ
い
。

一
回
「
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
一

回
就
業
希
望
女
性
の
た
め
の

一

K
松
山
放
送
局

「四
国
の
自

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
年
金
を
受
け
て
る
日
さ
ん
一

圃

↓
圏

一

然
・
文
化
遺
産
L

作
品
募
集
係

と
こ
ろ
が
、
住
所
変
更
を
伴

一
の
ご
理
解
と
ご
協
れ
を
ド
願
い

-

出

場

者

募

集

一

回
セ
ミ
ナ
ー
・
講
座

一

8
9
2
l
i
l
-
-

わ
な
い
受
取
先
だ
け
を
変
更
さ

一
し
ま
す
。

一
口
参
加
資
格

一
口
内

容

一

な

お

、

作

品

の

送

り

先

も

同

れ
る
方
が
、
特
に
最
近
目
立
つ
一

¥
Li
l
l
i
-
-
/

一

昭
和
必
年
1
月
日
日
か
ら
昭

一

①
女
性
再
就
職
準
備
支
援
集
一
じ
と
こ
ろ
で
す
。

て
増
、
え
て
き
て
い
ま
す
。
一
・
K

瞳

階

自

慢

正

・

一

和

田

年

4
月
1
日
ま
で
に
生

一

団
セ
ミ
ナ
ー

¥
¥
l
i
-
-
J
l
/
/

社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事
一
/
]
司

1
7
¥
一

ま
れ
た
か
た

一

②
パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会
一

k
g
淡
J

/
l
i
l
i
-
-
i
¥

一

一

一
l
ノ

a
-
F
-言
。

¥

務
所
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
是
出
一

・

一
口
応
募
方
法

一

③
経
理
事
務
(
中
級
)
技
術
講

一

/
ん
川

i
ー
い
い
け
¥

日
立
科
一詩書泉団
juuu{吋唯
一口問子

一司iii
「

副

一

回
無
料
法
律
相
談

う
よ
う
努
力
し
て
わ
り
、
こ
の
一
口
申
込
受
付
期
間

一

テ
l
プ
ま
た
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
一
日
時
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し

一
回

変
更
作
業
を
行
う
た
め
に

一
定

一

日

月

日

日

仰
1
日
月
四
日
樹
一

(
2
分
程
度
)
を
お
送
り
く
だ
一
い
こ
と
は
、
愛
媛
県
女
性
職
一

口
日

時

期
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
口
募

集

団

地

一

さ

い

。

(

テ

l
マ
は
自
由
)
一
業
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

一

日
月
2
日

目
時

1
日
時

支
払
期
日
に
近
づ
い
て
か
ら

一

松
山
市
和
泉
四
番
地

一

応
募
作
に
は
、
住
所
、
氏
名
、

一

わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
口
場

所

変

更

届

を

提

出

さ

れ

ま

す

と

、

一

和

泉

団

地

一

生

年

月

日

、

職

業

(

学

校

名

、一

宮
9
2
3
・
2
2
0
1

↑

川
内
町
中
央
公
民
館

A 



-
e 

口
相
談
内
容

不
動
産
の
相
続
、
売
買
な
ど

の
登
記
に
関
す
る
も
の
、
供

託
の
手
続
き
に
関
す
る
も
の
、

訴
訟
手
続
き
に
関
す
る
も
の

及
び
公
正
証
書
の
作
成
な
ど

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
司
法
書
士
会
松
山
支

部
(
8
9
4
1
・8
0
6
5
)

圃
暴
力
団
に
関
す
る

園
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

口
暴
力
追
放
相
談
電
話

E
9
3
2
・
8
9
3
0

口
相
談
窓
口

松
山
市
若
草
町
七
番
地

(
県
警
本
部
第
2
庁
舎
2
F
)

倒
愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ

ン
タ
ー

(
8
9
3
2
・1
8
9
3
)

司，

一
定
所

(
E
9
3
2
・1
0
1
0
)
一
一回

一
口
支
給
額

国
後
期
技
能
検
定

一

ま

で

一

圃

一

一
世
帯
当
た
り
叩
万
円

-

支
能
検
定
と
は
、
職
業
能
力
一
口
必
要
書
類
所
定
の
申
込
書
、

・

圃

叩

月

は

高

年

齢

者

圃

圃

一
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
労
働
一
り
災
・
課
税
証
明

自
叩
月

1
日

1
7日
一

回
雇

用

促

進

月

間

一

者

の

有

す

る

技

能

を

一
定
の
基
一
口
受
付
開
始

9
月
上
旬
か
ら

国
公

証

週

間

一

.

-

一

日
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
一
準
に
よ
っ
て
検
定
し
こ
れ
を
公

一
口
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

重
要
な
取
引
に
関
す
る
契
約
一
の
実
施
に
ご
理
解
・
ご
協
力
く
一
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
一
震
災
時
居
住
市
町
の
担
当
課

一
書
や
遺
言
書
な
ど
で
お
悩
み
の
一
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一
口
検
定
実
施
期
日

一
※
最
新
の
震
災
関
連
情
報
を
F

一
方
は
、
公
証
役
場
に
ご
相
談
く
一

¥
1
1
1
1
1
1
/

一

口

月

6
日
制
1
2
月
幻
日
間
一
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X
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
だ
さ
い
o

一

久

ご

ぞ

一

じ

で

す

か

Y
一
ま
で
の
聞
の
指
定
す
る
日
一

F
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X
番
号

一
口
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い
合
わ
せ
先

一

/

/

ト
A

.

.
 

し
し
¥

一
口
受
付
期
間

一

0
7
8
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6
2
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8
3
0

松
山
合
同
公
正
凡
文
目巧

.

LIli--
-/

宮
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4
1
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8
7
1
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愛
媛
県
最
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賃
金
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口
上
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一
人
ザ
白
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町
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ず

月

1
日

1
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定

さ

れ

ま

し
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提
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先
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法
の
日
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週
間

一
媛
肝
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立
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引
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U
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U
Uの
一
一
山
市
三
番
町

一

台
風
シ
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ズ
ン
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え
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一

叩
月

η日
1
叩
日
一
周
さ
れ
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愛
媛
県
(
地
域
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)
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愛
媛
県
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業
能
力
開
発
協
会
一

回
ま
ず
は
日
頃
の
用
心
を
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由
行

政
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談

週

間

一

低
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金
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改

定

さ

れ

ま

し

た
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一

宮
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4
1
・
5
8
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5

一
O
古
い
ア
ン
テ
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や
支
線
の
切

・

愛
媛
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内
の
使
用
者
は
、
労
一

一圏

一
れ
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
な
ど
は

¥
I
l
l
i
-
-
/

一
働
者
に
対
し
こ
の
最
低
賃
金
額
一

圃

E
E
E凶
隠
医
闘

E
E
一
早
め
に
点
検
・
修
理
を
し
ま

A
月

間

γ以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

-

安

吉

阪

千

淡

史

一

し

よ

う

o

一
/
/
十
l
l
Hけ
¥
一
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な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

-

震
災
義
援
金
の
第

3
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配
一

O
台
風
で
電
気
器
具
が
水
に
つ

E
叩

月

は

労

働

保

食

一

く

だ

さ

い

一

回
分

が

行

わ

れ

ま

す

一

か

っ

た

場

合

は

、

電

気

屈

で

-

F

一

口

愛

媛

県

最

低

賃

金

一
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一

点
検
し
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も
ら
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ま
し
ょ
う
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.
適

用

促

進

月

間

一

一

園

田

4
、
5
8
2
円

一

口

対

象

一

O
台
風
で
切
れ
た
電
線
や
垂
れ

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
一

1
時
間

5
7
4
円
一
住
家
が
全
・
半
壊
(
焼
)
し
、
一
下
が
っ
た
電
線
を
み
つ
け
た

一
談
・
わ
問
い
合
わ
せ
は
、
松
山
一
口
問
い
合
わ
せ
先
一
主
た
る
生
計
維
持
者
の
平
成
一
ら
、
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で

一
労
働
基
準
監
督
署
(
E
9
3
5
・
一
愛
媛
労
働
基
準
局
賃
金
課
一

7
年
の
総
所
得
金
額
が
6
9

一

す

ぐ
も
よ
り
の
四
国
電
力
へ

一
5
2
1
5
)、
松
山
公
共
職
業
安

一

合
9
3
5
・
5
2
0
0

一

0
万
円
以
下
の
世
帯
一
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



ロイベント口講座

町制施行40周年記念

文化講演会
時口日

なつかしの映画祭

11月4日(月)午後1時開演6，ooy
川内町中央公民館大ホール

教育委員会・文化協会加盟団体

. 
。

口日時

口会場

口取り扱い 場口会

11月9日出午後7時間演

川内町中央公民館大ホール

20名以内(申し込み多数の場合は抽選)

町内在住者または勤務するもの

(以前の最優秀賞受賞者はご遠慮ください)

川内町中央公民館(宮966-4721)

10月29日

歌謡曲

月素人のど自慢大会月
時

場

数

格人

資

集

場

日

会

募

出

口
口
口
口

口申込先

口募集締切

口ジャンル

ゴ
「
嵐
を
呼
ぶ
男
」
(
日
活
)

名

主

演

/

石

原

裕

次

郎

午

後

1
時
j

題
「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」
(
松
竹
)

仁

主

演

/

佐

田

啓

二

午

後

2
時
的
八
万
j

七
七じ文

:び J
もZ2

悲!
し;
み ?
もi
幾
歳

1-)-z 
滑川生活改善センターグランド

魚のつかみどり・つりぼり

弓の試射、バーベキュー

滑川ふるさと産品即売ほか

口主 催滑川ためとも祭り実行委員会

口チケット バーベキュー 2，000円(300名)
※チケットのお求め・お問い合わせは、

H 966-2222 (内線28片岡)または
H966-5224 (内田)まで

'96秋の花フェスティバル
10月1日・ 2日午前9時~
花き総合指導センター(重信町下林)

花の種・苗プレゼン卜、フラワーオー

クション、園芸バザール、ふるさと

市、バザー、どでかぼちゃ展など

11月6日(水)

午後7時30分~

川内町中央公民館

大ホール

口聴講券 600円
(取り扱いは、教育委員会と文化協会加盟国体)

口講師司会者・俳優せんだみつお先生

口演 題 『出合い・触れ合い・助け合し、』

時

場

事

日

会

行

口
口
口

口日 時

口場 所

口もよおし

~ 

愛媛大学医学部公開講座

-市1132法??理⑨⑧
口日 時 10月20日旧)午後1時30分~
口場所愛媛県医師会館

※申込先・申込方法・受講料など詳しいことは、

愛媛大学医学部学務課第一学務係

H964-5111 (内線2047)まで

A 



φ8キ¥
口有線電話異動口ごみ収集日程口戸籍の窓

-. 

[ 110 A [ 

ケ

藤合

2 
8信
6 
2久

一川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ (8月中)=

退一一つ仁
高保 田烏

須 ι 号
賀児 井丁

3 5 
2 4正
3 2 
8- 5利

ι」
渡官
音li村
5 
2 
2 
5明

一
西
中
村

休

一

高

須

賀

千

徳

5
2
4
1
 

村苦
上村

5 
1 11多
7 
6三

脱

渡下
f中
部屋

2 
0-
7 
9子

、刀

野

高

須

賀

栄2
6
8
1
 

ft966-4989有線3130ロ清掃センター10月ごみ収集計画表
00000 'oあ3ごみ 00000
収集曜日 収 集 地 1或 収集日又は収集変更日

月 ・木
東谷 ・西谷(井内を除く)

10月10日(木)を
土谷 ・滑川 ・天神 ・鳥の子 ・横灘団地

毎 占+ー山---...胴"-早ー---陣 11日(金)に収集
木 井内

火 ・金 北方 ・南方---ー戸---ーー・_.-- ~世 相 怜 一一一一一一一一一一一一一一一回一一『一一『一一一圃圃・ーー・ーー----園田ーーーーーーーーーーーーー

週
火 奥松瀬川

変更なし

水・土
前松瀬JlI(鳥の子を除く)
町筋(天神を除く )

xxxxxち為梧いごみ xxxxx

収 集 地 域 ~Ji三ス・空ピン類 空き缶等金物類 有資源ごみ・粗大ごみ

東奇・西奇(井内を除く)
天神 ・鳥の子・横灘田地

10月14日(月) 10月28日(月) 10月収集日なし

北方・南方・奥松瀬川 10月8日(火) 10月22日(火)
次回収集月

前松瀬J11 (J鳥の子を除く)
10月9日(水) 10月23日(水) 有資源ごみ……11月

町筋(天神を除く) 粗大ごみ・・・・・・・・・12月
井内 ・土苔 .)'吾川 10月17日(木) 10月24日(木)

司F

国
山
南
旦
固
因
凹
(
8
月
受
付
分
開
称
略

す
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

)十人lj l 明乃下、: tt 天 堂茶 刀t 市 住
神 コ

で才

森 森 之 森 スン 住 そラ
ン 所
/ ヨ 且Aι， 鼻 宅 1内11 里子 士蕩

山 大 片 手口 芦1'f 田 水 佐 宇
保

内 政 岡 回 里子 中 口 f白 高
護

孝 孝 秀 進 広 秀 j羊
者
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涼;先日ち 亮?f有!?菜な な E、Oノノあや 史Z英t千ち 名
亜ぁ つ 太た

平:季4暢3子二 &々み 花か 弥ゃ Jì~~ 秋?目IJ
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生
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年
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-Rご
め
い
福
を
お
祈
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司砂

、

-育児学級

口予間接種 口乳幼党慢診

砂場所健康センタ-2階 砂持参品母子健康手帳、体温計

ト↓-1-E ! 坦児と注意事項

== : I 1 歳~7 歳 6 カ月の者

種 I10月 2日(氷)I *百日ぜきにかかったことのある方は二種
混i 午後 2 時~3 時| 混合(ジフテリア・破傷風)を受付で申し
司.! 出て受けてください。

川~ 10月間(水)I 
~J~ I ， ~" . I 3 カ月 ~7歳 6 カ月の者
リ 11日(金)I 
ォ l 午後 2 時~3 時 1* 下痢をしている方は受けられません。
トーー ト一一一一一一一司

麻 I10月24日(木)
午後3時~

疹 3時30分

1 歳 6 カ月 ~7 歳 6 カ月の者

*すでにMMR (麻疹・風疹・おたふくかぜ)

の混合ワクチンを接種している方は、接

種の必要ありません。

乳幼児健診 1 
-育児相談

砂日時 10月25日(金) 惨日 時 10月 25 日(金)受付 : 午前 9 時~ 1 0時

砂場所健康センタ一 1階3・4カ月児は、受付13時~

10・11カ月児は、受付13時30分~
砂場所健康センタ-1階

砂対象者平成7年11、12月と平成8年6、
7月生まれの乳児

( 3、4カ月児と10、11カ月児)
砂内 容 身体測定、小児科診察、保健指導

栄養指導

保健所医師のお話「育児について」

…… 3、4カ月児のみ
砂持参品 母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

砂対象者平成7年 8、9月と平成8年 3、4月

生まれの乳幼児

( 6、7カ月児と13、14カ月児)

砂内 容身体測定、発達チェック、保健指導

栄養指導

砂持参品 母子健康手帳

アンケート(事前に送付します)

-1歳6カ月児健診
砂日 時 10月 24日休)受付:午後 1 時~2 時

砂場所健康センタ-2階

砂対象者平成 7 年 2~4 月生まれの幼児

砂内 容身体測定、小児科診察、歯科診察

貧血検査、保健指導、栄養指導

砂持参品 母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

-乳幼児健康相談
砂 日時毎週水曜日午前 9 時~1 2時

砂場所健康センタ-1階

砂持参品 母子健康手帳

砂内容身体測定、育児相談

~ 



口当番医口健康相談口健康講座口がん検診口滑川健康相談口犬

10月の当番医 I 

[診療時間]
午前8時30分~
午後5時30分

日 当 番 医 住 戸万 !電話番号

6日(自) 西村内科 重信町志津川 964-2461 

10自体) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

1 3日(日) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

20日(日) 八木耳鼻咽喉科皮盾科 重信町牛淵 964-5400 

27日(日) 愛媛十全医療学院附属病院 川内町南方 966-5011 

-
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

血
圧
測
定
、
尿
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

前

9
時
j
ロ
時

V
場

所

健

康

セ

ン

タ

ー

1
階
運
動
指
導
室

目
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
保
健

匝
婦
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
年
寄
り
の
痴
呆
等
の
相
談

-
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

精
神
的
に
不
安
定
だ
っ
た
り
、

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

V
日

時

叩

月

間

日

倒

午

前

9
時
泊
分
j
ロ
時

V
場
所
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
家
庭
訪
問

-
リ
ハ
ビ
リ
問
団
一
見
守
必
要
で
す
の
で
、
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
く

理
学
療
法
士
に
よ
る
機
能
回
復
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

後

1
時
j

3
時

V
場

所

ガ

リ

ラ

ヤ

荘

園理顎E・
-
い
き
い
き
健
康
講
座

『
あ
な
た
の
肝
臓
は
弱
っ
て
い
る
よ
』

講
師
/
松
山
中
央
保
健
所

贋

瀬

浩

美

先

生

マ
日
V
場

所時

叩
月
m
u
日

ω午
後
1
時
却
八
万
j

3
時

健
康
セ
ン
タ
ー
2
階

がん検診 ] 
不
用
犬
引
き
取
り
、
野
犬
買
い
上
げ

時
毎
週
月
曜
日

午
前
8
時
却
八
刀
j
叩
時

健
康
セ
ン
タ
ー

印
鑑
、
登
録
鑑
札

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

v 
日

V
場

所

V
持
参
品

旦一旦_L検診内容 1 受付時間
胃 |午前 7:30~ 9:30 

大腸 !午前 7:30~10:00

子宮・乳・甲状腺|午前 7:30~10:00

※平成8年度のがん検診は10月31日で最終です。今までに受診していない方は
ぜひ、受診してください。

イ建康センター10月31日休)

砂月日 10月17日(木)

午前11 時~12時

午後 1 時20分~2 時30分
午後 2 時40分~3 時30分

臨~uni~llli時過・
砂場所・時間 生活改善センター

海上会堂

九騎



三軒屋焼・則之内焼

く亘曾〉

久万美術館の

評
価
の
高
い

焼
き
も
の

今
回
は
、
川
内
町
内
の
探
険
で

は
な
く
、
久
万
町
で
川
内
町
を
見

つ
け
た
お
話
し
で
す
。

久
万
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た

当
初
、
常
設
展
示
場
の
郷
土
の
焼

き
も
の
の
コ
ー
ナ
ー
に
川
内
町
の

松
瀬
川
焼

・
則
之
内
焼
が
展
示
さ

れ
て
い
る
の
に
驚
い
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
7
も

展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ら
た

め
て
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
や
は

り
、
他
の
砥
部
焼
な
ど
と
比
較
し

て
も
遜
色
の
な
い
逸
品
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。

こ
の
三
軒
屋
焼
も
則
之
内
焼
も

明
治
二
十
年
頃
に
は
廃
窯
し
、

A
7

残
っ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
な
作

品
と
窯
跡
だ
け
で
す
。

川
内
町
で
焼
か
れ
た
三
軒
屋
焼

や
則
之
内
焼
が
高
い
評
価
を
受
け

る
の
は
う
れ
し
い
か
、
ぎ
り
で
す
が
、

現
在
、
そ
の
窯
の
火
が
消
え
て
い

る
の
は
残
念
な
か
ぎ
り
で
す
。

気になる来

イスの木~
(ひょんの木)

〆司、.〆

河之内音田の雨滝は、四季を通じ風光明娼

な所でありますが、特に秋は清流の測に紅葉

と赤色の橋が映え、桃源郷のようです。

色鮮やかな風景に埋もれてしまい見えにく

いのですが、ここにはイスの木の群生があり

ます。イスの木は葉や枝に虫こぶがてホき、軟

になると虫の出た穴に口をあてて吹いて遊ん

だ想い出のある方も多いことでしょう。

これからの季節、イスの木の虫こぶを探し

に雨滝ヘ行ってみてはいかがでしょうか。

A 


